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特別論文 断層映像研究会の歴史 と役割 (3)

木村和衛

断層映像研究会特別会員

福島県立医科大学名誉教授

序

当研究会の創立は今年 ・ 2001 (平成 13) 年で30年に

なる。 前回は前半 ・ 15年間の歩みについて述べた。 今

回はその後半を前回と同様、研究会誌と学術発表を

中心にして本研究会の軌跡、をたどる。 そして将来に向

けて“どうあって欲しいか"を模索する手掛かりとした

い。 例によって筆者の独断と偏見をお許し願いたい。

研究会の軌跡(表1 、 2)

後半・ 1987(昭和62) 年~2000(平成12) 年の14年間

1 ) 研究会の活性化を目指して…

1987年の研究会は第16回で、あった。

前報で述べた知く、当時研究会を取り巻く環境や創立

16年目 (1978年は第6、 7回と2回開催した)に至って会

員数の減少、掲載原稿の不足などの理由で将来への

危機感が高まっていた。

そこで、前年の総会での申し合わせを実現すべく、ま

ず会の名称を検討した。 ・・断層撮影法研究会"の“撮影

法"なる字句は技術偏重の nuance が強いとして“映

{象"と改名、それに伴って規約 ・ 細則を制定、そして

symbol (mark) を考案し、世話人会の議を経て総会

で満場一致で承認を受け会の活性化を期した。 “映像"

とした意味は手段や方法の知何を問わず、人体を断

面にしてそれを映像化して臨床に提供することを主体

とする研究会である、との志を表現したもので、あった。

その中には形態のみならず機能診断も含む意図があ

った。 本研究会の研究範囲は編集委員長が大出から

金子に交代した最初の会誌Vol.l5 、 No.l 、 p36に具体

的に掲載された。 会誌の編集については編集委員長

が創設より6年間の木村(福島医大) から、 9年間の大出

(防衛医大)を経て、当年 ・ 第16回から金子(浜松医大)

に交代した。 会誌も検討を加えTomo Graphics欄を

新設して、貴重な症例を投稿して頂き会員が教材など

に利用すべくスライド等相互交換を自由とした。

また、原著や症例報告は勿論、 学術展示発表や写

真展示資料は、原則としてそのまま縮小掲載すること

は従来どうりとした。 会誌に巻頭言を依頼掲載して先

輩から会員への message とした。

なお、本研究会の規約については発起人である高

橋、松川の意向で“規約のない研究会があってもよい

写真1. 第17回研究会 (宇都) 懇親会場にて

右端より金子 (編集委員長)、赤星、故大出 、 故竹中の各先生と筆者
(事務局担当) 研究会名を改称して最初の研究会
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表1 断層映像研究会のあゆみ (1987年~2000年)

年 事務局 開催地世話人 原著・会誌・巻号・ 編集委員長 摘要
(日医放会長) 演題数・頁

1987 福島 第1 6回東京竹中 2 ・ 15- 1 ・ 43 ・ 46 金 子 断層映像研究会と改称
8.62 (第46回飯尾) 誌名 ・ 略称 ・ 規約 ・細買Ij . シンボルマー ク制定

日医放理事会了解済。 巻頭言掲載開始
会員760名 、 来年度から会費6千円
Tomo Graphics採録開始
前年度から次々回会長も決める事と し た

1988 .,. 第1 7回宇部中西 1 ・ 15-2 ・ 。 会の名称変更後第1 回目の研究会
8.63 (第47田市川) 総説3 ・ 48 会員643名

3. 16-1 
年会費を6千円となる

41 ・ 45
登録188N091 4-8663に変更

1989 .. 第18回名古屋佐久間 7 ・ 1 6・2 ・ 65 .,. 演題は全て展示方式とし 、 そのまま会誌に掲載。
H 元 (第48回鳥塚) 優秀論文に会長賞を出 した (5編)

5 ・ 16-3 ・ 会員653名
40 ・ 174

1990 .,. 第19回熊本高橋 1 ・ 1 7-1 ・ 133 。 特別会員推戴開始。 演題はすべて展示。
H.2 (第49回小塚) “本会の在り方を考える" 特別企画開催

7 ・ 1 7-2 ・ 会員620名
36 ・ 1 28

1991 .,. 第20回盛岡柳沢 1 • 1 8- 1 ・ 63 。 演題はすべて展示 ・ 講演もする 。
H.3 (第50回阿部) 発表は会誌掲載用に所定のオフ セ ッ ト用紙で

3' 18-2 ・ 申 し込む
38 ・ 1 06 会員51 6名

1992 今 第21 回東京安河内 2 ・ 19- 1 ・ 71 .,. 編集委員、 査読委員増員。
H.4 (第51 回橋本) 演題はすべて展示。

2. 1 9-2 ・ 韓国放射線学会と交流 (5題)
24 ・ 1 39 会員545名

1993 浜松 第22回東京古屋 1 ・ 20- 1 ・ 13 1 宮田 事務局を木村定年退職で浜松 ・ 金子に移転
H.5 (第52回片山)

3 ・ 20-2& 合併号。 総説4
21 - 1 ・ 53 ・ 100 会員570名

1994 .,. 第23回神戸河野 1 • 21 -2 ・ 総説6 ・ 々 世話人を増員する

H.6 (第53回小野山) 39 ・ 92 日医生涯教育 ・ 画像診断5題実施 会員535名

1995 .,. 第24回大宮町田 3' 22-1 ・ 。 総会で学会に移行せよ、との発言が強 くあったが

H.7 (第54回古賀) 総説2 ・ 37 当分現行で運営すること 、 と なった
世話人増員

2 ・ 22-2 総1 、 会員525名
42 ・ 65

1996 .,. 第25回福岡増田 23・1 ・ 総1 、 イシ 研究会の在り方討議。
H.8 (第55回高島) 症例1 ・ 23 将来計画委員会=編集委員とした。

世話人権成見直 し。 将来像を検討 して規約を
1 ・ 23・2 ・ 帯主1 、 見直す、とした
技術5 ・ 43 ・ 71 優秀論文に会長賞を出 し た (3篇) 会員490名

1997 .,. 第26回東京多国 会誌発行な し .,. 次年度より編集委員長を宮田から町田に交代

H.9 (第56固山口) 研究発表会は
特講1 、 教講8、
発表演題37
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表1 断層映像研究会のあゆみ (1987年~2000年)続き

年 事務局 開催地世話人 原著・会誌・巻号・
(日医放会長) 演題数・頁

1998 浜松 第27回浜松金子 2 ・ 24- 1 ・ 2合併号・

H.10 (第57回河野) 前回の発表を掲載40

1 . 25-1 ・ 2合併号・
総1 、 発表35、

特別展示1 、 79

1999 日大 第28回京都前回 3' 26-1 ・総1 、 症例1 、
H.11 (第58回平松) 講座第1 、

施設紹介RSNA印象記
57 

3 ・ 26-2 ・ 特論第1 、
講座第2、 71

4 ・ 26-3 ・総1 、 43

1 ・ 27- 1 ・ 総2、
講座第3、 52

2000 。 第29回熊本高橋 ト 27・2 ・ 特論第2、

H.12 (第59回高橋) 講座第4、 講座ト 49

~ 1 . 27-3 ・総1 、
講座第5、抄 ・ 欧7、

和15 ・ 57

4シ 2 ・ 27-4 ・ 論壇1 、
総2、講座第6 ・ 45

ではないか。 気楽にやろう"と言うことで“申し合わせ

事項" で運営して来たのであったが、 親学会 ・ 日 医放

の関連学会や研究会が多く創設されて、 それぞれが規

約を作っているのに鑑み、 更に会費を集めてもいるの

で本会も規約制定の要を感じ本会の世話人会、 総会、

更に日医放理事会の承認を得て規約と細則が作られ

た。

第17回は会の名称変更後、最初の研究会であり一

般演題に加えて特別講演、シンポジウム、 そして教育

講演と盛り沢山の内容で、充実した研究会で、あった。 第

18回は研究発表はすべて展示形式で、ジ、ツクリ時間をか

けて考察できる運営で、あった。 発表演題の中から優秀

論文5編に会長賞が贈られた。 第四回は会則による特

別会員が推戴された。 特記すべきは研究会終了後、

“本会の在り方を考える" との課題で充分な時間が設

定されたことである。 討ー論の中心は本研究会を母体と

して放射線医学の中の"診断部門"としよう、 学会に昇

格してどうか、 一歩下がって現在の日医放との関係を
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編集委員長 摘要

町田 医用画像情報学会 (MII ) とジョイ ン卜

会員469名

~ 創刊号1-1 -24-1 ・ 2合併号までの総目次掲載
会員494名

。 コ ンビュータ支援画像診断学会 (CADM) 、
臼本コ ンビュータ外科学会(CAS) とジョイン 卜
欧文の投稿規定決まる
会員450名

~ H 11 、 4よ り本会事務局を浜松金子が
定年退官によ り 日大 ・ 田中に移管

~ 会誌25-1 ・ 2-26-3までの著者 ・ 論文名索引掲載

~ 事務局交代に伴う規約一部改正
米国核医学学会印象記、
役員名簿会誌を季刊とする (年4冊)
世話人70名程度と改定会員450名

~ 機関誌発行の重要性を再確認
会員431名
優秀論文に会長賞を出した (2篇)
会員名簿改訂発行

~ 編集後記に日く ・ ポケ ッ トベルから携帯電話へ、
利器も使い方のマナー を大切に
(会場内で傍若無人な会員に ・ ECRでの体験から)

。 本会情成員に会員、特別会員の他に功労会員を
設ける。
IT時代に突入 し会の使命、重要性益々増大

保ちながらいかにしてこの研究会を盛んにしようか、 な

どで、あった。 本会の創立の趣旨に・・日 医放の傘の下

で"とあり、この枠内での議論には限界がある、 と感じ

たことで、あった。 第20回は学術発表はすべて展示と講

演をする方式がとられた。 第21回は教育講演を主体と

してそれに関係した演題を配したことと、 韓国の放射

線学会との交流が実施された。 第22回(1993 ・ 平成5

年) にも教育講演を多く、 フィルムクイズが企画された。

この年に事務局が創立以来21年間の福島医大 ・ 木村

の定年退職に伴い浜松医大 ・ 金子に移転、 また 、 6年

間編集委員長で‘あった浜松金子から愛知医大 ・ 宮田

に交代した。 第23回は日 医放の生涯教育とjointする

企画で多数の参加者を記録した。

2) 存続か解散かの狭間でゆれ. ..

結論は “初心に帰ろう" と……

第24回(1995 ・ 平成7年)総会で本会の将来について

議論が白熱した。 即ち、 本研究会を “学会に移行しょ
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表2 断層映像研究会における特別講演、シンポジウム等の実施状況 (1987-2000年)

1987年 (562) 第16回 ・ 東京 ・ 竹中
特別講演; 1 ) 肺の画像診断における断層法の意義 ・ 曽根

2) ポジトロンCTの現状と将来 ・田中
シンポジウム;脳を載ってみる ・ 5題

肝を載ってみる・ 5題

1988年 (563) 第17回・字部・中西
特別講演; CT発展の歴史をかえりみて ・玉木
特別講演;円軌道デジタルX線トモグラフイー ・岩田
特別講演;放射線治療計画への断層映像の応用・小野
シンポジウム;肺門・ 縦隔の画像診断 ・ 6題
教育講演; 5PECTの臨床応用ー呼吸器疾患を中心にー ・ 1 題

1989 ( H 元) 第18回・ 名古屋 ・ 佐久間
特別講演;超音波による血流動態・ Kurjak (ユーコスラビヤ)
シンポジウム;断層像の効能

1) 中枢神経系・ 3題 2) 断層映像と PAC5 ・ 4題 3) 肝臓癌・ 3題 4) 肺癌・ 5題

1990年 ( H2) 第 19回 ・ 熊本 ・高橋
特別講演; CT and MR evaluation 01 pulmonary vascular disease'G.Gamsu(UC5F) 
シンポジウム; 1 ) 骨盤内臓器の画像診断 ・ 3題 2) 骨 ・ 軟骨の画像診断 ・ 3題

3) 中枢神経系の画像診断 ・ 3題 4) 画像診断による肺癌のstaging ・ 3題
5 ) 肝疾患の画像診断 ・ 3題 6) び漫性肺疾患における MRI と CTの役割・ 3題

症例カンファランス ;9題

1991 年 ( H3) 第20回・盛岡・柳沢
特別講演;断層映像法の歴史と今後の展望・木村
シンポジウム;現在の画像診断における断層画像のdecision tree 

1)骨、軟部 ・ 4題 2) 肺腫蕩 ・ 4題 3) 腹部実質臓器・ 4題
教育講演 ;3題

1992年 (H4) 第21 回 ・ 東京 ・ 安河内
会長講演;診療記録と検索について ・ 安河内
特別講演;脳磁図の基礎と臨床応用 ・ 金子&高倉
特別講演;映画の医者と現実の医者 ・ 水川
教育講演;韓国より 5題、 日本から 21題

1993年 ( H5) 第22回・東京・古屋
招待講演; CT in Pulmonary Tuberculosis Jung-Gilm(Korea) 
特別講演;頭頚部断層解剖学序論・多国
特別講演;二足のわらじの人生・なだいなだ
教育講演 23題 フィルムクイス

1994年 (H6) 第23回 ・ 神戸 ・ 河野
特別講演; IVR と画像診断 ・山田
特別講演; S P rin 9 8の診断への展望 ・河野
特別企画 ; 高橋五月のコルフ
日医生涯教育の一環とする画像診断・ 5題
外科医が望む画像情報 ・ 2題
教育講演; 10題
Film Interpertation'5題

1995年 (H7) 第24回・大宮・町田
特別講演;宇宙医学・谷島
シンポジウム;三次元画像の構築法と診断支援 ・ 6題
教育講演; 29題
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表2 断層映像研究会における特別講演、シンポジウム等の実施状況 (1987-2000年)続き

1996年 ( H8) I 第25回・福岡・増田
特別講演; CT 01 Airway Disease.Godwin(U.S.A.) 
シンポジウム;機能画像脳と心・ 4題
教育講演; 16題
Workin Progress .メーカ -6社
フィルムリ デング8題

1997年 ( H9) I 第26回・東京・多田
特別講演; Elephant Manに関する放射線医学的な考察・ Chan(London)
教育講演 ;8題
フィルムリーデング8題

1998年 ( H10) I 第27回・浜松・金子
特別講演;その1 MRI 01 the Liver 

その2 MRI 01 the Abdomen Semelka (U.S.A.) 
特別展示;大腿骨頭壊死による IVR前後の血流・王ら (天津医大)
教育講演; 10題
ホームグランドレクチャー ;4題
フィルムリーデング ;8題

1999年 ( H11) I 第28回・京都・前回
特別講演;放射光の医学応用・盛
特別講演; 21 世紀の画像診断ー機能・代謝画像力、ら分子画像へ・西村
シンポジウム;コンヒ.ュータが医療を変えるー次世代の映像診断から治療までー ;8題
教育講演 ;6題フィルムリ デング ;8題

2000年 ( H12) I 第29回・熊本・高橋
メインテーマ; Maltidetector Helical CT ;基礎から臨床まで 、 MDHCTのすべて
各装置の特長 (4題) 、
技術的進歩 (5題)
血管 (2題)
中枢神経、 頭頚部 (5題)
胸部 (5題)
泌尿生殖器 (2題)
腹部・消化器 (5題)
骨軟部 (2題)
シンポジウム (6題)
* 片山 (藤田保健大)、 山下 (熊本大)
*欧・米より; S.wildermuth ( スイス )

B.Marincek ( スイス )
L. N. Tanenbaum (アメリカ )
8.Hamm ( ドイツ )
M.Reiser ( ドイツ )

う"、いや“本会の使命は終わったので、は"、いや、いや

“人体の形態的、機能的な側面の解明にあらゆる

modalityを駆使・総合し、 更にその開発の為に本会は

意義あり"などなど。 結論として日医放・親学会との関

係もふまえて“研究会の会長を引き受ける人がいるう

ちは研究会の内容 ・ 運営を工夫しながら、会誌を立派

にする努力をしつつ存続すること"、に落着した。 第25

回には発表された優秀論文に会長賞がだされた (3編) 。

また編集委員会が将来計画委員会を兼ねることに総会

で承認された。 第26回は盛大な研究会で、あったがこ

の年の会誌は発刊されなかった。 第27回の研究会は

医用画像情報学会 (MII) と jointした。 また、編集委員

長が5年間その任にあった宮田から町田 (埼玉医大) に

交代した。

写真2. 第四国研究会(熊本)会場入口国際会館は立

派であった



2001年6月 30 日

写真3. 第四回研究会 (熊本)

会場風景 常時80%の参加者で盛会

第28回はコンピュータ支援画像診断学会(CADM)と

日本コンビュータ外科学会(CAS)とのjointで、開催され

た。 また、欧文の投稿規定が定められた。 この年、 浜

松医大 ・ 金子の定年退官に伴い6年間、 同大に在った

事務局が日大 ・ 田中に移転した。 規約が一部改定さ

れ世話人が20名程度から70名程度と、また会誌を平成

11年から季刊とすることになった。 第29回 (写真2、 3、

4、 5) は本研究会の設立準備から29年目であるが、あ

と1ヵ月半後には西暦2001年 ・ 21世紀幕開けの節目が

来る。 それにふさわししこの回の研究会はCTの実

技 ・ 方法として12年前の本研究会(第18回 ・ 名古屋)で

世界に先駆け発表され、 今や一般化しているヘリカル

CT、更にこれに同時多層撮影の概念を導入して発展

したマルチデテクターヘリカルCTの基礎から臨床まで

の多数の外国研究者を招き、 現段階に於ける全ての

知見を終結した画期的な企画で運営された記念すべ

き研究会が行われた。

121-(75) 

写真4. 第29図研究会 (熊本)

シンポジウム後の演者らと討論風景 国際語の聞く、
話すの必需性は益々大を痛感

写真5. 第29回研究会 (熊本)
懇親会開会 左端・高橋 (大会長)、 中央・田中 (事務

局長) 教授のご挨拶と総浦特別会員の乾杯のご発声
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